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新たにデスクトップ・パソコン（独語 Windows  
XP マシン）を一台購入した。両パソコンには，
独語環境も残した上で，日本から持参した日本



















































番号については COE の HP を参照されたい。 
 
 
２ 報告者の共同研究に関する見通し 
 
COE‐C チームに所属する報告者の個人研究
テーマはさしあたり「都市生活における芸術の
社会的機能に関する感性論的考察」と題しうる
もので，おおよそ次のような見通しを立ててい
る。 
芸術は都市（ないし個別的社会）の市民生活
とどのような関わりを持つか。予想できるのは，
芸術と都市の市民生活とは双方向的な相互限定
の関係にあるということである。すなわち，芸
術が都市の市民生活に何らかの影響を及ぼして
これを形成するという側面と，共同体としての
都市の市民生活のあり方が芸術経験や芸術創造
に何らかの影響を及ぼしてこれを変容させてい
くという側面，これら二つの側面が両者の関係
のうちに認められるだろう。こうした双方向的
な関係性は，芸術や都市生活の本質論的考察に
引き渡し得るのみならず，それぞれを時系列的
な変化相のもとに捉えるときに初めて明瞭とな
るべきものであろう。 
芸術が都市の市民生活に与える影響ないし作
用としては，二つのことが挙げられる。すなわ
ち，教養形成に与って精神的向上を促すこと，
および，それとは逆に，娯楽や気晴らしの手段
となって，ストレスの多い市民生活を耐えうる
ものにすることの二点である。芸術が持つこう
した互いに相容れない作用は，芸術の本質規定
からすれば，その歴史的変遷の過程に位置づけ
られるが，社会構造の点からみれば，市民社会
におけるエリートと大衆への二極化の事実がこ
れに対応するといえよう。もっともこうした作
用の観点から「芸術」をとらえる場合，「芸術」
概念の規定それ自体が問題となるであろう。こ
の問題についても併せて考えたい。 
また，共同体としての都市が芸術に与える影
響としては，メディアや批評的言説や政治的政
策などに浸潤された美的意識ないし趣味，モー
ドが，芸術経験や芸術制作に規定的に及ぼす変
化が挙げられよう。こうした変化の背後には，
共同体の「生活世界」を構成する基盤の一つと
考えられる「共通感覚」が伏在していると考え
られる。そして都市の共同体の感性的基盤とし
ての共通感覚は超越論的地平に属する問題であ
る。 
こうした問題意識をもって，芸術と都市生活
との相関関係を，感性的価値体験としての芸術
経験の事実性および，その可能性の条件として
の超越論的地平に関する考察という形でとらえ
直して研究を遂行したいと考えている。それゆ
えこの問題は，主として現象学の立場に拠りつ
つも，社会哲学，コミュニケーション理論など
を援用して行うことになるであろう。 
なお，抽象に偏しがちな理論的解明を，でき
る限り具体的な芸術実践の実例に則して考察す
ることに務めたい。そのため，フィールドワー
ク（芸術実践への参加を含む取材，芸術家への
インタビューなど）を取り入れた研究にしたい。 
さらに，共同研究の可能性を考慮して，共同
研究者間の研究成果を積極的に取り込こむとこ
ろの，いわば「対話的考察」の実践を実現する
よう努力したい。 
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３ 報告者の経験に基づく共同研究への
一般的な提言または雑感 
 
さて，最後に，報告者のハンブルク出張にお
ける個人的経験への反省から，今後の共同研究
のあり方に対する二，三の提言ないし雑感を述
べることをお許しいただきたい。 
今回の出張で本部から報告者にあらかじめ課
せられた主たる任務は「サブセンターの整備」
であったが，実際にハンブルクに駐在して，先
方からの予想外の要望にも臨機応変に対処する
必要がしばしば生じることを経験した。こうし
た事態が出来することは共同研究の性格上，考
えてみれば当然のことであって，当初の報告者
の自覚が不足していたと言えばそれまでではあ
る。先方からは，サブセンターの駐在員は本部
からの派遣員として，本部との媒介役，本部の
窓口であるとともに，一個の自律的な研究者と
しても見なされている。こうした先方の理解に
基づいて要望されうる事態に対処すべくあらか
じめ心構えをしておくことは，今後の駐在員一
般に求められる事柄と言えよう。一例を挙げれ
ば，報告者の場合，研究内容に関する自己紹介
および共同研究の可能性についての見解を先方
のスタッフを前にしてドイツ語で開陳すること
が求められた（ただし実際には先方との予定が
合わず，流れてしまった）。もとよりこうした要
望を最優先にすれば，駐在員の範囲がきわめて
限定される虞れ無しとしないが，日常生活のレ
ベルでも先方のスタッフと積極的に意志疎通を
図ることが共同研究の前提として当然要求され
ることを考慮するなら，期待される結果はとも
かくとしてドイツ語での意志疎通の努力を少な
くとも見せることが先方との相互信頼関係を築
く上で重要な要因になることは言をまたないで
あろう。 
また，逆に，駐在員が本部に対して些細な事
柄について問い合わせをしても，必ずしも明快 
な即答がなされるとは限らないという事実は，
駐在員には先方からばかりでなく本部からもあ
る程度自律的な判断力を持つことが要求されて
いるということを端的に示している。もとより
公的使命を帯びて派遣されている以上，駐在員
の「自律的判断」が独善的なものに偏ってはな
らないことは言うまでもない。したがって先方
および本部との意志疎通を十分図りながらも，
なお自律的判断力を持った一個の研究者として
ふるまうこと（抽象的な言い方になるのが遺憾
である）が駐在員には求められると考える。 
次に，共同研究に関する交渉に際し，一般的
思考様式の点での日独間の差異について，少な
くとも自覚的であるべきことを実感した。それ
はドイツ人との個人的なつきあいの場面にも幾
分当てはまることではあるが，公的な交渉の場
合にはこの差異がより先鋭化することになる。
将来のプランを早くから明確に立て，曖昧な
ヴィジョンでは納得しないドイツ的思考様式
と，相手の意向を忖度せんとして自らの要望を
あからさまに示すことを嫌う日本的流儀とが無
自覚のまま直接に出会った場合，双方の間に誤
解が発生する可能性がある。先方に対して迎合
的に歩み寄る必要があるというわけではない
が，少なくとも日本側の我々としては，先方に
求めることをあらかじめ一義的な決定にもたら
した上で，交渉に臨むことが必要であった。共
同研究が始まって間もない今回のケースは例外
とも言えようが，今後ともこの差異に自覚的で
あることによって，そうでなければ起こり得べ
き誤解を十分避けられうるのではないかと考え
る。 
僭越ながら上記二点を今後の共同研究のあり
方への雑感的提言として記させていただいた。 
 
以上をもって，ハンブルク・サブセンターの
整備状況等についての報告に代えさせていただ
きたい。 
 
